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放牧地でゆったりと反芻している牛
を見ると、牛舎でつながれた牛よりも
ストレスが少ないだろうと思いません

か。実際、放牧中の日本短角種を牛舎で飼育すると、ストレ
ス指標が一時的に上昇するという結果をこれまでに得ていま
した。しかし、日本短角種という品種は、夏の間は奥山地帯
の放牧地で飼育するという、夏山冬里方式と呼ばれる伝統的
なスタイルで飼われることが多く、もともと放牧に適してい
ると言われています。そのため、先ほどの結果が牛全体とし
ての結果と言えるのか疑問でした。そこで、日本短角種に加
え、ホルスタイン種も対象として、動物のストレスホルモン
であるコルチゾールから、放牧や舎飼いといった環境下での
ストレスレベルを調べてみました。

《ストレス指標について》

血液中のコルチゾール量は、ストレス指標として一般的に
用いられています。しかし、牛では採血時のストレスが避け
られないため、本試験では、採取が簡単な尿を用い、尿中の
コルチゾールレベルを用いました。尿中コルチゾールレベル
は、尿の濃さを補正するため、尿中への１日の排泄量がほぼ
一定とされるクレアチニンに対する比で表しています。

《放牧と舎飼いのストレスレベルの比較》

様々な飼養履歴をもつホルスタイン種と日本短角種から、
放牧または舎飼い時に尿を採取し、尿中コルチゾールレベル
を測定しました。その結果、日本短角種では、舎飼い飼育下
の方が放牧飼育下よりも尿中コルチゾールレベルは高くなり
ました。これに対してホルスタイン種では、放牧飼育下の方
が舎飼い飼育下よりも高くなりました（図１）。特に、ホル
スタイン種では、温湿度指数が72を超えると、放牧飼育下に
おいて尿中コルチゾールレベルが高くなることがわかりまし
た（図２）。温湿度指数は、ウシの暑熱ストレスをより正確
に把握するために考案された、温度と湿度から算出される指
数です。一般的に72を超えると乳量が低下し始めると言われ
ており、例えば、温度が23度でも湿度が85％だと72を超え
ます。

《より快適な飼育環境を目指して》

以上の結果から、放牧は牛にとって無条件でストレスの少
ない快適な飼育方式である、とは言えないことがわかりまし
た。特にホルスタイン種を夏季に放牧する際には、十分な暑
熱対策を講じる必要があると考えられます。本研究成果をも
とに、より快適な、より生産性の高い飼育環境を追求してい
きたいと考えています。

3
研究情報

写真／放牧されているホルスタイン種と日本短角種

図１／放牧および舎飼い飼育下におけるホルスタイン種および日本短角種
の尿中コルチゾールレベル（値が大きいほどストレスが負荷されて
いる、ｎはのべ頭数を表す）

図２／ホルスタイン種における放牧および舎飼い飼育下の温湿度指数72
前後の尿中コルチゾールレベル（ｎはのべ頭数を表す）
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